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川島町 地震ハザードマップ・ガイドブック

地震が発生したときの避難行動 地震への備え
建物の安全対策家の中の安全対策

家での備え

災害による被害を減らすためには、隣近所や地域での助け合いが欠かせません。日頃から地域住民の協力体制を整えておくように
しましょう。

感震ブレーカーを
設置する

テレビ等、揺れに弱い
機器を固定器具等で
固定する ガラス破片によるケガ防止のため、

スリッパ等を身近に用意しておく

ストーブは耐震自動
消火機能付にする

カーテンは
防炎処理を
施したもの
にする

窓ガラスの
全面に飛散
防止フィルム
を貼る

吊り下げタイプの照明は、
ワイヤーやチェーン等で
揺れを抑えて落下を防ぐ

一斉安全確保
地震の揺れから身を守る
①まず低く ：強い揺れで自分が倒れる前に体制を低くして地面に近づく。
②頭を守り：固定された机やテーブルの下に入って（なければ腕や荷物で）頭を守る。
③動かない：揺れが止まるまで動かず、じっとしている。慌てて外へ出ない。

状況を確認する
余震に備える

①火元を確認する（火を消す）。
②家族の安全を確認する。
③靴や厚手のスリッパを履く。
④漏電・ガス漏れに注意する。

⑤出口を確保する（扉や窓を開ける）。
⑥正しい情報を入手する。
⑦近所の状態、近所の人の安否を確認する。
⑧動ける余裕があれば、救出・救助・消火活動等に参加する。

揺れがおさまったら

町の指定緊急避難場所へ避難する
具体的な場所については、地震防災マップを参照（P34～35）

危険がある場合は避難する

自宅に被害がない場合

自宅へ帰る

指定避難所
福祉避難所

町指定の指定避難所や福祉避難所へ避難する(必要に応じて開設)
具体的な場所については、地震防災マップを参照（P34～35）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

緊急地震速報の受信
大きな揺れを感じたら、最優先で
身の安全を確保します。その後、
正確な情報を確認して危険がある
場合には避難場所へ向かいます。

○乳幼児はひも等で背負い避難しましょう。
　 おなかの大きい妊婦さんは体が思うように動かないので
　 気を配りましょう。

○それぞれの人に適した誘導方法を確認しましょう。
　 車椅子の場合は、必ず３人で協力して移動し、配慮
　 者に恐怖感を与えないように配慮しましょう。

乳幼児・妊婦の人には

体の不自由な人には
○複数の人で対応しましょう。急を要する時は
   ロープ等を使って背負い、安全な場所へ避難
　 しましょう。

高齢者・病気の人には○徐々に減速して道路の左側に停車する。　
○車を離れるときは、キーはつけたまま、ドアロック
　 はしない。　
○できるだけ駐車スペースへ移動し、緊急車両
　 が通行しやすいようにする。

車の運転中
○塀、電信柱、自動販売機などの転倒物から
　 離れる。　 
○ビルが多いところでは、上からのガラスや看板
 　の落下物に注意する。　
○垂れ下がった電線には近寄らない、さわらな
 　い。　
○山ではがけ崩れに、海では津波に注意する。

屋外にいるとき
○全部のボタンを押して、止まった階で降りる。
○エレベーターは地震
　 になると緊急停止す
　 るので、パニックにな 
　 らず、インターホンで連
　 絡し、助けを求める。

エレベーターにいるとき

○防災知識の普及（講習会等）
○地域と家庭での安全点検（危険箇
　 所の確認、図上訓練）
○災害時に配慮が必要な人の把握や
　 支援体制づくり
○防災用資機材の点検と整備
○防災訓練の実施

平常時の活動

水の備え 非常持出品の確認

○アンテナ、室外機、ガスボンベなどの取付物は
　 しっかりと固定する。

建物まわりの安全対策

○屋根瓦の補強やベランダの植木鉢などの撤去を
 　行う。

屋根、ベランダの点検

○建物の倒壊や、人的被害を防止・軽減するために
　 耐震診断や耐震補強を行う。

建物の耐震化

○ブロック塀が倒れないよう、傾きやひび割れ、破損
 　箇所などを点検し、修理や生け垣などへの転換を
　 行う。

ブロック塀の安全対策

家庭の防災会議

ペットがいる家庭の備え

食料の備え

停電時の備え

○本部の設置及び運営
○災害情報の収集と伝達
○出火防止及び初期消火
○住民の避難誘導
○災害時に配慮が必要な人の安否
　 確認、負傷者の応急手当
○炊き出し

災害時の活動

○外国語がわからなくても、身振り手振りで
　 話しかけ、孤立させないようにしましょう。

外国人・旅行者の人には

食器棚等、背の高
い家具をL型金具
で固定する

地域での防災訓練や活動への参加

地域での備え

地震発生

指定緊急避難
場所へ避難

災害時に配慮が必要な人への協力
場所に応じた避難行動

○避難先で生活しやすくするため、また貴重品を失わないために、持出品の確
 　認と用意をする。

○慌てずに済むよう、「家庭での地震の備え」、「行動基準」などを日頃から
　 話し合っておく。

○フード、ケージやキャリーバッグ、トイレ用品などの用意。しつけやワクチン接種な
 　どの健康管理をしておく。

○飲料水は一人１日３ℓが目安。消費期限を確かめながら備蓄しておく。

○缶詰やレトルト食品に加え、米、乾物など、最低３日分は用意する。

○懐中電灯、予備の電池、携帯ラジオ、携帯電話、スマートフォンなどのバッテリーを
　 用意する。
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